
 
プレスリリース ４枚あります 
２０２６年７月９日 
在名古屋報道各社、文部科学記者会、科学記者会 
 

＜発信元＞ 名城大学渉外部広報課 
〒468-8502 名古屋市天白区塩釜口一丁目 501番地 

TEL:052-838-2006 FAX:052-833-9494 MAIL:koho@ccml.meijo-u.ac.jp 
1 

 

 
 
 
巨大地震発生後は、建物の構造体が無事でも、天井や電気設備などの建築設備が損傷すると建物とし

ての機能が長期間停止してしまいます。そのため、巨大地震発生後も建物を継続利用できる「レジリエ
ンス（災害に強い社会）」の重要性が高まっています。 
名城大学理工学部 建築学科の松田和浩教授らの研究グループは、建物内で電力ケーブルや通信ケーブ

ルを支える吊り式ケーブルラック（図１）について、日本の耐震設計指針の妥当性を実大振動台実験注

１）によって初めて体系的に検証しました。その結果、耐震支持部材は十分な耐力を有している一方で、
ケーブルラック本体が先に損傷することを明らかにしました。さらに、この弱点を補うため、鋼製ワイ
ヤーを用いた施工性・経済性に優れた簡易補強法を開発し、その有効性を実験により実証しました。本
成果は、様々な建物の設備被害低減や、災害時の事業継続（BCP）の実現に貢献することが期待されま
す。 
本研究成果は、2026年 7月 1日に Elsevier社の国際学術誌「Engineering Structures」 に掲載されま

した。 
 

【ポイント】 
・日本の吊り式ケーブルラック耐震設計指針を実大振動台実験で初めて体系的に検証した 
・地震では耐震支持部材ではなくケーブルラック本体が先に損傷することを解明した 
・鋼製ワイヤーによる低コスト・施工性に優れた簡易補強法を開発し、高い補強効果を確認した 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

巨大地震から建物内の電力・通信ケーブルを守る新技術 
― 吊り式ケーブルラックの弱点を実大実験で解明し、 

簡易補強法の有効性を実証― 
 

 

 

図１ 吊り式ケーブルラックの構造（模式図） 
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【詳細な説明】 
１．背景 
近年、巨大地震発生後も建物を継続利用できる「レジリエンス（災害に強い社会）」の重要性が高ま

っています。ケーブルラックは建物内の電力ケーブル・通信ケーブルを支える設備です。大規模施設で
はケーブルを含めた重量が 1m あたり 100kg を超える場合もあり、地震によってケーブルラックが落下
すると人命に関わる重大な危険を招くだけでなく、停電や通信障害を引き起こし建物全体の機能停止に
つながるおそれがあります。しかし、ケーブルラックの耐震性能については、これまで十分な実験的検
証が行われていませんでした。 
 
２．研究内容及び本成果の意義 
本研究では、日本の耐震設計指針に基づいて設計された３種の実物大（10m 超）吊り式ケーブルラッ

クを製作し、大型振動台による加振実験を実施しました（図２）。さらに、耐震支持部材およびケーブ
ルラック本体について静的載荷実験を行い、それぞれの力学特性を詳細に調べました。 
その結果、 

・耐震支持部材は設計どおり十分な耐震性能を有すること 
・地震時にはケーブルラック本体の変形が支配的となり、先に損傷すること 
・ケーブルラック本体の補強が耐震性能向上の鍵となること 
を明らかにしました。 
そこで、鋼製ワイヤーをケーブルラック内に配置する新しい補強方法を考案しました（図３）。一般

的な斜めワイヤー配置では、途中でワイヤーが滑ってしまい十分な補強効果が得られません。本研究で
は１本のワイヤーが全領域で抵抗するように配線方法を工夫することで、ケーブルラック全体に効率よ
く補強効果を発揮させることに成功しました。補強後のケーブルラックは、日本の耐震設計で要求され
る耐震支持部材以上の耐力を示すことが確認されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 振動台実験の様子（赤矢印がケーブルラック試験体） 
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(a) 一般的に考えられるワイヤー補強 
 
 
 
 
 
 

(b) 提案手法によるワイヤー補強 
 

図３ 鋼製ワイヤーによる補強 
 

３．今後の展開 
本研究では、ケーブルラック本体が耐震性能向上の鍵となることを明らかにするとともに、その補強

方法を提案しました。今後は、本補強方法のさらなる改良や設計法の構築を進めることで、建築設備の
耐震性能向上と防災・減災への貢献を目指します。 
 
【用語解説】 
注１ 実大振動台実験： 
模型や縮小版ではなく、実物大の建物や構造物を巨大な振動台の上に実際に建て、過去の大地震や想定
される巨大地震の揺れを実際に与えて耐震性能や崩壊過程を検証する実験のこと。 
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【著者のコメント】 
建物の耐震化は大きく進んできましたが、地震後も建物を使い続けるためには、建築設備の耐震化も

欠かせません。2011年の東日本大震災では、多くの建物でケーブルラックが損傷・落下し、建物機能に
大きな影響を与えました。本研究では、実大実験によって日本の耐震設計指針の妥当性を検証するとと
もに、現場で実用化しやすい簡易補強方法を提案しました。研究成果が、様々な建物の防災力向上や、
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より安全・安心な社会の実現に役立つことを期待しています。（松田和浩 教授） 
 
【研究助成金】 
本研究の一部は中国同済大学の地震工学国際共同研究所（International Joint Research Laboratory of 

Earthquake Engineering：ILEE）における、同済大学と日本の研究機関との共同研究プロジェクトの一
環として実施されました。 
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